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令和８年１０月３０日、兵庫県立神戸工業高等学校の４年生６名が早駒運輸株式会社を訪れ、会社の

事業説明を受けた後、曳船の船内見学と体験航海に参加しました。 

体験航海に先立ち、同社の曳船業、繋離船業など神戸港で大型船の安全な入出港を支える事業や、ウ

ォーターフロントの賑わい創出に関する事業について説明を受け、港を支える様々な仕事について理解

を深めました。 

船内では、船員から機関や各種機器、電気設備について説明を受けました。航海中には、操舵室で操

船の様子を間近で見学するとともに、その場で旋回する曳船ならではの高い操船性能も体験しました。

生徒からは、普段目にする機会のない舶用機器の仕組みや役割について質問が寄せられ、高校で学んだ

知識が船舶でどのように活用されているかを知り、理解を深める機会となりました。 

航海後の船員との意見交換では、曳船業特有の働き方や船員になるために必要な資格等について、活

発な質疑応答が行われました。 

生徒からは「進路を考える役に立った」「将来働いてみたい」

といった感想が聞かれ、海事産業を支える仕事への関心の高ま

りがうかがえました。 

 

神戸運輸監理部では、今後も会社見学などを通じて海事産業

への理解促進を図り、将来の海事人材の確保・育成につながる

取組を進めてまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布先  問い合わせ先 

神戸海運記者クラブ 

 

 

神戸運輸監理部 海事振興部 船舶産業課 

担当：長谷川、藤澤 

電話：０７８－３２１－３１４８（直通） 

神戸運輸監理部は、将来の海事産業を担う人材の確保・育成を目的として、働きながらも

のづくりや専門技術を学ぶ兵庫県立神戸工業高等学校の生徒を対象に、曳船（タグボート）*

の体験航海を実施しました。 

 

令和８年１１月１０日１４：００資料配布 

定時制工業高校生がタグボートに乗船 

～舶用機器や海の仕事を学ぶ～ 

こうべぇ 

航海機器の説明を受ける様子 

 

会社の事業説明を受ける様子 

 

*

*曳船（タグボート） 

港湾内などで大型船を押したり引いたりする船 


